
１．件 名「新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（東海第二（２３４））」 

２．日 時：平成２９年７月２５日 １３時３０分～１８時２７分 

３．場 所：原子力規制庁 ８階企画課横会議室 

４．出席者 

  原子力規制庁： 

  （新基準適合性審査チーム） 

義崎管理官補佐、伊藤安全審査官、近田安全審査官、髙嶋原子力規制専門員 

 

事業者： 

日本原子力発電株式会社：発電管理室 プラント管理グループ 課長 

（他４名） 

 

５．要旨 

（１）日本原子力発電株式会社から、「東海第二発電所 重大事故等対処設備につい

て」における、設置許可基準規則への適合性のうち「43 条 重大事故等対処設

備の基本設計方針」について、提出資料に基づき説明があった。原子力規制庁

から主に以下の点について指摘を行った。 

○ 外部からの衝撃による損傷の防止については、建物のみならず地中の配管ダク

ト等が含まれているか考え方を整理して提示すること。 

○ 重大事故等発生時に考慮する環境条件について、重大事故等対処設備毎に使用

場所が異なることから、自然現象（津波等）を含めて環境条件の適用の考え方

を整理して提示すること。 

○ 屋外に保管されている可搬型重大事故等対処設備の落下防止措置等の措置に

ついて、考え方を整理して提示すること。 

○ 重大事故等発生時に設計基準事故対処設備の安全機能、使用済燃料プールの冷

却機能若しくは注水機能の喪失に対する対象施設であっても、重大事故時に期

待するものについては、43 条への適合方針を整理して提示すること。 

 

（２）日本原子力発電株式会社から、本日の指摘等について了解した旨の回答があっ

た。 

 

６．その他 

提出資料： 

・東海第二発電所 重大事故等対処設備について 

・東海第二発電所 重大事故等対処設備について（補足説明資料） 


